
奈良県教育委員会 

２．学習指導要領改訂の動向 

27 



奈良県教育委員会 

２．学習指導要領改訂の動向 

教育課程企画特別部会「論点整理」 

～次期学習指導要領が目指す基本的な方向性～ 
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奈良県教育委員会 

新しい教育課程では、学校教育のよさをさらに進化させていきます。 

・これからの時代に求められる知識や力とは何かを明確にし、教育目標に盛り込みます。これにより、子供が学びの意
義や成果を自覚して次の学びにつなげたり、学校と地域・家庭とが教育目標を共有して「カリキュラム・マネジメン
ト」を行ったりしやすくなります。 

・生きて働く知識や力を育む質の高い学習過程を実現するため、各教科における学びの特質を明確にするとともに、授
業改善の視点（「アクティブ・ラーニングの視点」）を明確にします。これにより、教科の特質に応じた深い学び
と、我が国の強みである「授業研究」を通じたさらなる授業改善を実現します。 

学習指導要領改訂の背景 

人工知能(AI)の進化は、習得・活用・探究を重視した我が国の学校教育
における学習過程の強みを実証しています。 

AIは、人間が物事を深く理解する過程（個々の知識を関連づけて概念を理解していく学習
過程）を模した「ディープ･ラーニング」を取り入れ、飛躍的に進化。 

⇒習得・活用・探究を通じた過程の中で、新たな知識を、自分が持つ経験やその他の様々
な知識と関連づけながら深く理解し、どのような時代でも通用する、生きて働く知識と
して身に付けていく、という学習過程の強みが実証。 

人工知能が進化して、 
人間が活躍できる職業は 
なくなるのではないか。 

今学校で教えていることは、 
時代が変化したら 

通用しなくなるのではないか。 

子供たちに、情報化やグローバル化など急激な社会的変化の中でも、 
未来の創り手となるために必要な知識や力を 

確実に備えることのできる学校教育を実現します。 

２．学習指導要領改訂の動向 
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資質・能力の育成と 
主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」の視点）の関係（イメージ）（案） 

知識・技能 

思考力・判断力・ 
表現力等 

学びに向かう力・ 
人間性 

｢アクティブ・ラーニング｣の３つの視点からの 
学習過程の質的改善 

                    深い学び 
    対話的な学び 
 
  
      主体的な学び 

※｢習得･活用･探究の見通し｣とは、習得された知識･技能が思考･判断･表現において活用されるという一方通行の過程のみではなく、思考･判断･表現を経て
知識･技能が生きて働くものとして習得される過程や、思考･判断･表現の中で知識･技能が更新されたりする過程なども含む。 

※基礎的･基本的な知識･技能の習得に課題が見られる場合においては、教科等の特質に応じ、知識･技能の習得を中心とした学習を、｢深い学び｣の前提とし
て習得状況に応じ行う必要がある。その際には、例えば｢主体的な学び」の視点から学びへの興味や関心を引き出すことなども併せて重要である。 

｢カリキュラム･マネジメント｣を通じて他教科等の学習過程とも連携 

◆「アクティブ・ラーニング」の視点は、知識・技能を生きて働くものとして習得することを含め、育成すべき資質･能
力を身につけるために必要な学習過程を実現するためのもの。こうした三つの視点※を明確にすることにより、授業や
カリキュラムの改善に向けた取組を活性化するもの。※三つの視点は、学習過程の中で相互に関連し合うものであることに留意 

◆学習内容の量を削減するのではなく、学習過程の質的改善を行うもの。また、生きて働く知識･技能の習得を含む資
質･能力の獲得には、学習内容の深い理解が不可欠であり、｢主体的な学び｣｢対話的な学び｣のみならず「深い学び」の
重要性にも留意。 

生きて働く知識・技能の習得 

未知の状況にも対応できる 
思考力・判断力・表現力等の育成 

学びを人生や社会に生かそうとする 

学びに向かう力・人間性の涵養 
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２．学習指導要領改訂の動向 

算数・数学ワーキンググループに
おける議論の取りまとめ(案) 
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技能 

○ 学習評価には，児童生徒の学習状況を検証し，結果の面から教育水準の維持向上を保障する機能。 

○ 各教科においては，学習指導要領等の目標に照らして設定した観点ごとに学習状況の評価と評定を行う

「目標に準拠した評価」として実施。 

  ⇒きめの細かい学習指導の充実と児童生徒一人一人の学習内容の確実な定着を目指す。 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

知識・理解 

学力の３つの要素と評価の観点との整理 

主体的に学習に 
取り組む態度 

思考力・判断力 
・表現力等 

知識及び技能 

学力の３要素 
（学校教育法） 
（学習指導要領） 

学習評価の 
４観点 

 
指導計画等の作成 

 
指導計画を 
踏まえた 
教育の実施 

 
児童生徒の学習状況， 
指導計画等の評価 

 
授業や 

指導計画等の 
改善 

Ａｃｔｉｏｎ  

Ｐｌａｎ  

Ｄｏ  

Ｃｈｅｃｋ  

○ 学習評価を通じて，学習指導の

在り方を見直すことや個に応じた指

導の充実を図ること，学校における

教育活動を組織として改善すること

が重要。 
指導と評価の一体化  

学習指導と学習評価のＰＤＣＡサイクル 

観点別学習状況の評価について 

【現行】 【以下の３観点に
沿った整理を検討】 
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各学校にお願いしたいこと 
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◇現行学習指導要領の趣旨を改めて確認し、その実現に努め 

 ること 
 - 数学的な見方や考え方を意識させる 

 - 学ぶ意欲の向上を目指す 学ぶことの意義や有用性を実感させる 

 - 問題解決的な授業を実践する 

 

◇数学科の目標と関連付け、言語活動を充実させた効果的な 

 指導を行うこと 

 

◇見通しを立てたり、振り返ったりする学習活動を充実させ 

 ること 

 

◇家庭での学習習慣を身に付けさせる適切な指導を行うこと 

３．まとめ 


